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契

約

の

解

除

と

第

三

者

は

じ

め

に

一
解
除
の
遡
及
効

一
民
法
典
成
立
後
の
理
論
的
発
展
（
概
観
）

二
遡
及
効
の
意
義
（
総
括
）
（
以
上
二
六
巻
一
号
）

三
起
草
者
の
見
解

四
相
対
的
遡
及
効
（
私
見
）
（
以
上
本
号
）

二
解
除
の
効
果
と
第
三
者

一
解
除
前
の
第
三
者

二
解
除
後
の
第
三
者

三
解
除
に
つ
い
て
悪
意
の
第
三
者

―
―
―
虚
偽
表
示
無
効
．
詐
欺
取
消
に
お
け
る
第
三
者
と
の
関
係

お

わ

り

に

起
草
者
の
見
解

民
法
典
第
三
編
債
権
第
二
章
契
約
第
一
節
総
則
第
三
款
契
約
ノ
解
除
（
五
四

0
条
乃
至
五
四
八
条
）
の
部
分
の
起
草
者
は
、
法
典
調
査

『
契
約
の
解
除
と
第
三
者
』
⇔

に）

高

森

六
五

（三

0
七）
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四

郎



ッ
テ
ハ
不
都
合
テ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
第
三
項
二
於
テ
損
害
賠
償
ノ
請
求
ヲ
妨
ゲ
ズ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
殊
更
二
記
シ
タ
」
。

殊
更
に
記
す
必
要
は
な
い
と
の
意
見
も
考
え
ら
れ
る
が
、
解
除
請
求
権
と
損
害
賠
償
請
求
権
を
選
択
的
に
し
か
行
い
え
な
い
と
す
る
立
法

例
な
ど
も
あ
り
、
ま
た
不
履
行
に
つ
き
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

即
チ
法
定
利
息
丈
ヶ
ハ
払
ハ
ナ
ケ
レ
ハ
往
カ
ヌ
」
と
規
定
し
た
。

ル
相
手
方
ヲ
原
状
二
復
セ
シ
ム
ル
方
ノ
債
務
ガ
生
ズ
ル
ノ
デ
ア
ル
」
。
「
此
主
義
ハ
独
逸
民
法
ガ
近
頃
採
リ
マ
シ
タ
主
義
」
で
あ
っ
て
、
こ

う
し
な
け
れ
ば
、
取
引
の
保
護
が
図
れ
な
い
。
物
権
上
の
効
果
が
生
じ
て
、
権
利
自
体
が
「
後
ト
ニ
返
ヘ
ル
」
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

物
の
所
有
権
の
移
転
を
目
的
と
す
る
契
約
な
ど
に
お
い
て
は
、
第
三
者
に
ま
で
そ
の
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
て
第
一
二
取
得
者
の
安
全

(
3
)
 

を
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
何
ウ
シ
テ
モ
人
権
上
ノ
効
果
ヲ
生
セ
シ
メ
ル
方
ガ
宜
シ
イ
」
。
右
の
結
果
と
し
て
、
た
と
え
第
三
者
が
、
解
除

権
の
行
使
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
分
っ
て
い
て
も
、
第
三
者
に
お
い
て
目
的
物
を
取
得
し
て
も
、
返
還
の
責
に
任
ぜ
な
い
し
損
害
賠
償
の

責
に
も
任
ぜ
な
い
。
さ
ら
に
原
状
回
復
義
務
だ
か
ら
、
果
実
も
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヲ
返
ヘ
シ
ク
丈
ケ
テ
ハ
本
統
ノ
元
ト
ニ
復
シ
タ
ト
ハ
言
ヘ
ヌ
」
、

き
に
元
の
法
律
行
為
は
な
く
な
る
が
、
そ
れ
に
代
っ
て
、

権
上
ノ
効
果
」
す
な
わ
ち
「
原
状
回
復
ノ
義
務
ヲ
負
フ
」

つ
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
「
物
権
上
ノ
効
果
」

第
二
六
巻
第
二
号

(
1
)

（

2
)
 

会
・
民
法
議
事
速
記
録
に
よ
れ
ば
、
穂
積
陳
重
の
よ
う
で
あ
る
。
調
査
会
の
議
事
に
お
い
て
立
案
者
と
し
て
も
っ
ぱ
ら
説
明
に
あ
た
っ
て

い
る
。
富
井
・
梅
は
ほ
と
ん
ど
補
足
的
な
意
見
し
か
述
べ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
速
記
録
に
し
た
が
い
、
穂
積
の
説
明
を

起
草
者
の
中
心
的
な
見
解
と
し
て
採
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
穂
積
は
立
法
趣
旨
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
解
除
権
行
使
の
効
果
に

関
法

一
般
原
則
で
あ
る
の
で
、

（
解
除
に
よ

「
即
チ
当
事
者
ハ
相
手
方
ヲ
原
状
二
復
セ
シ
ム
ル
」
効
果
が
あ
る
。
し
か
し
本
案
で
は
「
人

「
原
状
回
復
ノ
義
務
ヲ
生
セ
シ
メ
ル
」
と
い
う
主
義
を
採
用
し
た
。
解
除
の
と

「
新
ク
ニ
其
義
務
ガ
解
ヶ
テ
而
シ
テ
新
タ
ニ
法
律
上
ノ
債
務
ガ
生
ズ
ル
ノ
デ
ア

利
息
が
つ
く
の
が
普
通
だ
か
ら
明
文
が
必
要
で
あ
り
「
第
二
項
二
於
テ

「
夫
レ
カ
ラ
解
除
シ
テ
モ
損
害
賠
償
ヲ
求
メ
ラ
レ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ

第
三
項
の
規
定
を

「
金
ハ
原
状
二
復
ス
ル
ト
云
ッ
テ
元
ノ
高

六
六

（三

0
八）



ヒ
マ
ス
」
。

遡
ル
カ
ラ
、

六
七

「
何
処
ニ
モ
ア
リ
マ

っ
て
債
務
の
）
不
履
行
も
な
い
か
ら
損
害
賠
償
請
求
権
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
疑
い
も
起
り
う
る
が
故
に
、

ス
損
害
賠
償
ノ
請
求
権
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
成
立
シ
得
ル
モ
ノ
テ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
何
ウ
モ
明
ヵ
ニ
書
イ
テ
置
カ
ナ
ケ
レ
ハ
往
カ
ナ
イ
ト
思

本
条
の
審
議
は
わ
り
あ
い
か
ん
た
ん
に
な
さ
れ
た
。
第
二
項
に
つ
い
て
箕
作
麟
祥
が
質
問
し
た
ほ
か
、
第
一
項
の
但
書
に
つ
い
て
土
方

寧
よ
り
質
疑
が
出
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
土
方
の
質
問
は
、
解
除
の
遡
及
効
を
理
解
す
る
上
に
貴
重
で
あ
る
。
土
方
に
よ

「
既
成
法
典
ノ
主
義
二
依
ル
ト
解
除
権
ヲ
行
フ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
当
然
解
除
条
件

ト
見
テ
ア
ッ
テ
既
往
二
遡
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
本
来
ヲ
言
ヘ
ハ
原
状
二
復
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
殆
ド
言
フ
ヲ
侯
ク
ヌ
既
往
ニ

第
三
者
を
害
す
る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
「
解
除
権
ヲ
其
点
二
付
テ
行

フ
コ
ト
ハ
出
来
ヌ
」
と
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
案
で
み
る
と
「
別
二
此
但
書
ガ
ナ
ク
ッ
テ
モ
一
項
ノ
本
文
丈
ケ
テ
以

(
4
)
 

テ
但
書
ノ
意
味
ニ
ナ
ル
ヤ
ウ
ニ
思
ハ
レ
マ
ス
ル
ガ
矢
張
リ
必
要
ナ
ノ
テ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
其
点
ヲ
伺
ヒ
ク
イ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

「
第
三
者
ノ
権
利
ヲ
害
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は

「
吾
々
モ
余
程
相
談
ヲ
シ
テ
見
マ
シ
ク
ガ
ド
ウ
モ
前
二
申
シ
マ
シ
ク
通
リ
是
迄
諸
国
二
規
定
モ
置
イ
テ
ア
ッ
テ
原
状
ノ
効
果
ヲ
生
ズ
ル
ト

「
夫
レ
カ
ラ
シ
テ
原
状
二
復
セ
シ
ム
ル
義
務
ヲ
負
フ
ト
斯
ウ
申
シ
マ
ス
ル
ト
云
フ
ト
既
二
第
三
者

ノ
権
利
ガ
夫
レ
ニ
加
ハ
ッ
テ
居
ッ
ク
ノ
テ
モ
尚
ホ
夫
レ
ヲ
害
シ
テ
モ
（
原
状
回
復
ヲ
）
シ
ナ
ケ
レ
ハ
往
カ
ヌ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
風
ノ
疑
ヒ
モ

生
シ
ハ
シ
ナ
イ
カ
ト
思
ヒ
マ
シ
ク
カ
ラ
」
こ
れ
を
置
い
た
方
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
つ
い
に
置
く
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ

(
5
)
 

る
。
だ
か
ら
「
此
但
書
ガ
ナ
ク
テ
モ
前
ノ
文
章
ヲ
注
意
シ
テ
読
メ
＾
多
分
間
違
ヒ
ハ
生
ジ
ハ
セ
ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
結
局
、
但
書
は
単
純
な

注
意
的
な
規
定
に
す
ぎ
ず
、
本
来
な
ら
一
項
本
文
に
吸
収
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
い
う
の
が
穂
積
（
他
の
起
草
者
と
相
談
を
し
た
こ

『
契
約
の
解
除
と
第
三
者
』
⇔

云
フ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
ル
シ
」

質
問
に
対
し
て
穂
積
は
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

夫
レ
カ
為
メ
ニ
第
三
者
ヲ
害
シ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
」
。

れ
ば
、
本
条
第
一
項
但
書
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

(＝-0九）



(-＝
1
0
)
 

一
項

五
四
五
条
の
起
草
趣
旨
を
一
貫
し
た
理
論
に
よ
っ
て
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
穂
積
起
草
委
員
が
本
条
に

お
い
て
解
除
の
効
果
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
強
調
し
た
諸
点
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
第
一
は
、
立
法
例
と
し
て
解
除
の
効
果
を
「
物
権

上
ノ
効
果
」
を
有
す
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
e

こ
れ
は
、
解
除
に
よ
っ
て
当
然
原
状
回
復
が
生
ず
る
と
す
る
構
成
で
あ
る
。
穂
積
に
よ
れ

ば
、
こ
の
構
成
は
仏
法
系
の
も
の
で
旧
民
法
も
こ
の
構
成
に
よ
っ
て
い
た
。
し
か
し
本
案
で
は
「
人
権
上
ノ
効
果
」
し
か
認
め
な
い
主
義

を
採
っ
た
。
こ
れ
は
、
原
状
回
復
の
義
務
と
い
う
新
し
い
法
律
上
の
債
務
が
生
ず
る
と
す
る
構
成
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
が
こ
の
主
義
を
採
っ

た
。
取
引
の
安
全
を
図
る
た
め
に
は
、
解
除
は
「
人
権
上
ノ
効
果
」
を
生
ず
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
第

一
項
但
書
の
規
定
は
単
純
な
注
意
的
規
定
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
三
者
の
権
利
を
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も

害
さ
な
い
（
解
除
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
第
三
者
も
含
め
て
）
と
い
う
効
果
を
第
一
の
「
原
状
回
復
義
務
の
発
生
」
と
い
う
表

現
に
か
か
ら
し
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
疑
い
の
生
ず
る
の
を
避
け
ん
が
た
め
に
、
但
書
を
も
う
け
た
と
の
趣
旨
が
如
実
に

現
わ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
原
状
回
復
義
務
だ
か
ら
、
果
実
も
当
然
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
原
状
二
復
ス
ル
」

と
は
い
か
な
る
意
味
か
に
つ
い
て
は
っ
き
り
し
た
説
明
は
な
い
。
果
実
の
返
還
を
当
然
の
内
容
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
契
約
締
結
時
ヘ

の
復
帰
で
は
な
く
、
契
約
が
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
解
除
な
い
し
返
還
時
ま
で
に
生
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
状
態
の
回
復
を
意
味
し
て

「
本
統
ノ
元
ト

い
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
項
に
お
け
る
利
息
は
「
法
定
利
息
」
で
あ
っ
て
、
約
定
利
息
で
は
あ
り
え
な
い
。

(
6
)
 

ニ
復
ス
ル
」
の
は
右
の
意
味
で
あ
る
。
第
四
に
、
解
除
し
て
も
損
害
賠
償
請
求
が
で
き
な
い
の
で
は
不
都
合
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
で
あ

る
。
解
除
権
と
損
害
賠
償
請
求
権
の
選
択
的
行
使
と
い
う
立
法
例
の
存
在
を
認
識
し
た
上
で
、
両
請
求
権
の
並
存
を
明
示
的
に
規
定
せ
ん

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
と
い
う
一
般
原
則
を
解
除
の
場
合
に
も
重
複
的
に
規
定
し
た
の
か
、

二
は
、

と
が
わ
か
る
）
の
起
草
趣
旨
な
の
で
あ
っ
た
。

関
法
第
二
六
巻
第
二
号

六
八



本
文
の
原
状
回
復
の
一
還
と
し
て
の
損
害
賠
償
の
趣
旨
を
疑
い
を
除
く
た
め
に
注
意
的
に
規
定
し
た
も
の
な
の
か
は
若
干
疑
問
で
あ
る
。

し
か
し
解
除
が
な
さ
れ
て
も
不
履
行
と
い
う
事
実
は
消
失
し
な
い
、

る
か
ら
、
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
を
定
め
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

六
九

穂
積
の
最
大
の
関
心
は
、
解
除
に
よ
っ
て
債
権
的
に
も
物
権
的
に
も
遡
及
的
に
消
減
し
て
当
然
原
状
回
復
が
生
ず
る
と
い
う
旧
民
法
の

解
除
条
件
的
構
成
を
明
確
に
排
除
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
原
状
回
復
「
義
務
」
が
発
生
す
る

と
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
解
除
に
よ
る
新
債
務
関
係
の
発
生
と
い
う
説
明
は
む
し
ろ
間
接
効
果
説
の
そ
れ
と
似
か
よ
っ
て
い

る
。
し
か
し
原
契
約
上
の
未
履
行
債
務
の
請
求
に
対
す
る
抗
弁
権
の
発
生
と
い
う
考
え
は
念
頭
に
お
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
も
の
ズ

バ
リ
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
原
契
約
上
の
債
権
関
係
が
原
状
回
復
の
債
権
関
係
に
転
化
す
る
と
い
う
山
中
説
に
近
い
と
い
え
よ
う
か
。

し
か
し
、
解
除
に
よ
る
契
約
の
効
力
の
（
遡
及
的
）
消
減
を
絶
対
的
に
排
し
て
い
た
と
い
え
る
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
。
む
し
ろ
穂
積
は
、

解
除
の
効
果
は
「
人
権
上
」
の
、
す
な
わ
ち
債
権
的
の
効
力
を
有
し
「
物
権
上
」
の
効
力
を
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
、
従
っ
て
第
三
者
の

権
利
を
害
す
る
こ
と
を
得
ず
と
い
う
こ
と
が
解
除
の
本
質
的
な
効
果
と
し
て
原
状
回
復
義
務
と
い
う
表
現
の
中
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
を
ね

(
7
)
 

ら
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
穂
積
に
と
っ
て
は
（
遡
及
的
）
消
滅
の
有
無
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
し
右
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
な
ら
ば
、
解
除
の
効
果
は
当
事
者
間
に
の
み
と
ど
め
て
（
人
権
上
ノ
）
、
第
三
者
に
は
影
響
し
な
い
と
い
う

効
果
を
ね
ら
っ
た
だ
け
で
、
（
遡
及
的
）
消
滅
を
否
定
し
た
の
で
は
な
い
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
他
の
起
草
委
員
、
富
井
も
前
述
の
よ
う

五
四
五
条
の
解
除
の
一
般
規
定
を
指
し
て
、

に
、
解
除
は
債
権
的
効
力
を
生
ず
る
だ
け
だ
と
い
い
つ
つ
、
遡
及
的
消
減
だ
け
は
肯
定
し
て
い
た
：
ま
た
他
の
一
人
、
梅
謙
次
郎
は
、
み
ず

(
8
)
 

か
ら
起
草
を
担
当
し
た
賃
貸
借
の
解
除
に
関
す
る
第
六
二

0
条
の
「
解
除
ハ
将
来
二
向
テ
ノ
ミ
其
効
カ
ヲ
生
ス
」
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、

「
本
案
デ
ハ
第
三
者
二
対
シ
テ
丈
ヶ
ハ
既
往
二
遡
ル
コ
ト
ヲ
得
マ
セ
ヌ
ケ
レ
ド
モ
当
事
者
間

『
契
約
の
解
除
と
第
三
者
』
⇔

（
三
一
ー
）

一
般
原
則
上
の
損
害
賠
償
を
請
求
し
う
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ



(
9
)
 
同、

一
八
三
丁
゜

と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

解
除
の
効
果
は
債
権
的
で
あ
っ
て
物
権
的
で
は
な
い
と
い
い
、

(
9
)
 

デ
ヮ
矢
張
リ
既
往
二
遡
ツ
テ
効
カ
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
」
。

(-―――二）

普
通
の
場
合
に
は
こ
れ
で
よ
い
の
で
あ
る
が
、
賃
貸
借
の
場

合
は
、
既
往
に
遡
る
構
成
は
と
り
え
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
旨
を
述
べ
て
い
る
。
結
局
、
起
草
委
員
は
三
人
と
も
、
解
除
は
契
約
の
効
力

を
遡
及
的
に
消
減
さ
せ
る
が
、
こ
れ
は
当
事
者
間
に
お
い
て
の
み
の
こ
と
で
あ
り
、
第
三
者
に
は
遡
及
的
消
減
を
も
っ
て
対
抗
で
き
な
い
、

当
然
の
原
状
回
復
で
は
な
く
、

原
状
回
復
の

「
義
務
」
が
生
ず
る
と
説
明
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
継
続
的
債
権
関
係
に
は
右
の
対
内
関
係
に
お
い
て
の
み
の
遡
及
的
消
減
す
ら
不

適
合
で
あ
る
か
ら
、
特
に
将
来
に
向
っ
て
の
み
権
利
義
務
は
消
滅
す
る
と
述
べ
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、

起
草
者
の
見
解
と
し
て
は
、
山
中
説
と
い
う
よ
り
は
‘
私
の
い
う
、
相
対
的
遡
及
的
消
減
を
規
定
し
た
も
の
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

日
本
学
術
振
興
会
編
、
二
五
巻
一
〇
八
丁
以
下
。

(
2
)

星
野
通
「
三
博
士
と
民
法
制
定
」
法
学
志
林
四
九
巻
一
号
五

0
頁
に
よ
れ
ば
、
第
二
章
契
約
中
、
第
一
節
、
第
二
節
は
穂
積
、
第
三
節
か
ら
第

七
節
ま
で
は
梅
の
起
草
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

人
権
上
ノ
効
果
と
い
う
表
現
は
何
度
も
使
わ
れ
る
が
、
一
―

0
丁
で
は
「
人
権
上
ノ
効
果
則
チ
法
律
上
ノ
債
務
ヲ
新
ク
ニ
生
ス
ル
」
こ
と
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
必
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

（

4
)

―
-
三
丁
。

（5
)

―
-
三
—
四
丁
゜

(
6
)

―-
0丁゚

(
7
)

「
主
ト
シ
テ
経
済
上
ノ
理
由
ョ
リ
致
シ
マ
ッ
テ
人
権
上
ノ
効
果
則
チ
法
律
上
ノ
債
務
ヲ
新
タ
ニ
生
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
致
シ
ク
」
一
〇
九
ー
一

-
0丁。

(
8
)

た
だ
し
原
案
は
「
当
事
者
双
方
ノ
将
来
ノ
権
利
義
務
ヲ
消
減
セ
シ
ム
」
と
な
っ
て
い
た
。
最
終
的
に
現
行
法
六
二

0
条
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。

法
典
調
査
会
・
民
法
議
事
速
記
録
三
三
巻
一
八
三
丁
以
下
。

関
法
第
二
六
巻
第
二
号

七
〇



相
対
的
遡
及
効
（
私
見
）

七

解
除
の
効
果
と
第
三
者
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
解
釈
論
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
解
除
の
遡
及
効
の
意
義
を
確
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が
く
に
の
解
除
効
果
論
を
必
要
最
小
限
度
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
振
り
返
っ
て
み
た
。
本
章
の
し
め
く

く
り
と
し
て
、
こ
こ
で
、
私
見
を
確
定
し
て
お
く
こ
と
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
解
除
効
果
論
の
理
論
的
優

遡
及
的
消
滅
を
否
定
す
る
見
解
の
う
ち
、

い
わ
ゆ
る
間
接
効
果
説
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
契
約
は
解
除
に
よ
っ
て
消
滅

せ
ず
、
た
だ
そ
の
作
用
を
阻
止
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
未
履
行
の
債
務
に
つ
い
て
は
、
履
行
拒
絶
の
抗
弁
権
が
生
じ
、
既
履
行
の
債
務
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
返
還
義
務
を
生
ぜ
し
め
る
、
と
。
こ
の
よ
う
な
間
接
効
果
説
を
採
用
す
る
学
説
は
わ
が
く
に
で
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な

(
1
)
 
い
。
お
そ
ら
く
、
未
履
行
債
務
に
つ
い
て
履
行
拒
絶
の
抗
弁
権
が
発
生
す
る
と
い
う
構
成
で
は
、
債
務
は
あ
く
ま
で
消
滅
し
な
い
か
ら
、

自
然
債
務
と
し
て
債
務
は
残
存
す
る
し
、
抗
弁
権
の
永
久
性
の
問
題
な
ど
も
生
じ
て
く
る
。
抗
弁
権
を
行
使
せ
ず
に
債
務
を
履
行
し
て
し

ま
っ
た
場
合
に
は
、
自
己
の
給
付
は
取
戻
し
で
き
な
い
の
に
、
相
手
方
か
ら
の
給
付
返
還
請
求
に
は
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
実

際
的
に
き
わ
め
て
不
都
合
な
結
果
が
生
じ
る
な
ど
、
理
論
的
に
も
実
際
的
に
も
難
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

右
に
反
し
折
衷
説
は
、
未
履
行
の
債
務
は
解
除
の
時
か
ら
消
滅
す
る
が
、
既
履
行
の
債
務
は
消
滅
せ
ず
、
そ
れ
に
よ
る
給
付
に
つ
い
て

(
2
)
 

は
新
た
な
返
還
請
求
権
が
生
じ
る
、
と
説
く
。
原
契
約
に
も
と
ず
い
て
何
ら
変
更
が
生
じ
て
い
な
い
未
履
行
債
務
に
つ
い
て
は
、
契
約
の

効
力
を
否
定
し
て
簡
易
に
決
済
（
な
い
し
清
算
）
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
、
契
約
上
の
債
務
は
消
減
す
る
と
い
い
、
履
行
に
よ
る

給
付
が
な
さ
れ
て
の
ち
に
は
、
契
約
の
効
力
を
消
滅
せ
し
め
て
は
、
不
当
利
得
返
還
義
務
と
は
異
な
る
原
状
回
復
義
務
の
発
生
を
根
拠
づ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
た
め
に
契
約
の
効
力
を
存
続
せ
し
め
て
、
債
務
は
消
減
し
な
い
と
論
じ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

『
契
約
の
解
除
と
第
三
者
』
⇔

劣
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

（
三
一
三
）



さ
ら
に
、

に
帰
せ
し
め
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

解
除
の
遡
及
効
を
否
定
す
る
か
否
か
の
問
題
に
つ
き
、
そ
れ
を
否
定
し
た
場
合
の
原
状
回
復
義
務
の
発
生
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
の
み
、

あ
え
て
都
合
の
よ
い
所
だ
け
を
結
び
つ
け
た
き
ら
い
が
濃
い
。
私
は
、
原
状
回
復
義
務
の
発
生
根
拠
に
つ
き
、
と
く
に
取
り
た
て
て
議
論

を
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。
民
法
が
債
務
不
履
行
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、

（
三
一
四
）

回
復
義
務
の
発
生
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
状
回
復
義
務
は
単
純
に
「
解
除
」
自
体
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
あ

え
て
そ
の
理
論
的
根
拠
を
問
う
必
要
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
あ
え
て
問
う
な
ら
ば
、
ま
さ
に
「
債
務
不
履
行
」

一
方
当
事
者
の
既
履
行
、
他
方
の
未
履
行
が
あ
る
場
合
、
他
方
の
債
務
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
一
方
で
は
、

ん
債
務
が
残
っ
て
い
て
返
還
請
求
権
が
生
じ
る
と
い
う
の
は
契
約
の
効
力
を
同
一
当
事
者
間
に
お
い
て
、

す
る
こ
と
と
な
り
、

い
か
に
も
技
巧
的
な
構
成
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
的
な
結
果
に
お
い
て
は
、
債
務
が
未
履
行
の
場
合
、
解
除
後
に
現

わ
れ
た
第
三
者
は
、
債
務
が
消
減
し
て
い
る
か
ら
、
無
権
利
者
か
ら
の
承
継
人
と
な
る
が
、
同
じ
解
除
後
の
第
三
者
で
も
既
履
行
の
場
合

に
は
、
第
三
者
は
権
利
者
か
ら
の
承
継
人
と
な
り
、
解
除
者
と
対
抗
関
係
と
な
る
な
ど
、
未
履
行
債
務
で
あ
る
か
既
履
行
債
務
で
あ
る
か

は
第
三
者
に
と
っ
て
関
係
の
な
い
事
柄
で
あ
る
の
に
、
彼
此
に
お
け
る
、
こ
の
質
的
な
差
の
出
る
理
由
を
合
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で

(
3
)
 

き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
も
っ
と
も
体
系
的
な
解
除
論
を
展
開
し
て
い
る
山
中
説
を
み
て
み
よ
う
。
山
中
説
に
よ
れ
ば
、
解
除
に
よ
っ
て
原
契
約
関
係

は
原
状
回
復
関
係
に
変
形
し
、
か
く
て
原
契
約
上
の
未
履
行
債
務
は
原
状
回
復
債
権
関
係
の
既
履
行
債
務
に
転
化
し
て
消
減
し
、
ま
た
原

契
約
上
の
既
履
行
債
務
は
、
原
状
回
復
債
権
関
係
の
未
履
行
債
務
に
転
化
し
、
そ
の
履
行
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
消
減
す
る
。
解
除
が
な
さ

れ
な
い
間
は
正
の
方
向
で
の
契
約
の
発
展
で
あ
る
が
、
解
除
が
な
さ
れ
る
と
負
の
方
向
へ
契
約
の
発
展
が
変
る
の
み
で
あ
っ
て
、
契
約
の

関
法
第
二
六
巻
第
二
号

い
ぜ

一
方
で
否
定
し
て
他
方
で
肯
定

一
方
当
事
者
に
解
除
権
を
与
え
て
、
原
状

七



七

効
力
は
い
ぜ
ん
方
向
を
転
換
し
て
存
続
し
て
い
る
、
と
説
か
れ
る
。
右
の
如
き
基
本
的
な
見
解
を
前
提
に
通
説
た
る
直
接
効
果
説
、
（
と
く

(
4
)
 

に
絶
対
的
遡
及
的
消
減
説
）
を
つ
ぎ
の
諸
点
に
お
い
て
批
判
し
て
い
る
。
第
一
に
、
五
四
五
条
一
項
本
文
の
「
各
当
事
者
ハ
其
相
手
方
ヲ

原
状
二
復
セ
シ
ム
ル
義
務
ヲ
負
フ
」
と
い
う
文
言
か
ら
み
て
、
原
状
回
復
の
債
権
関
係
の
発
生
と
い
う
趣
旨
に
解
す
べ
き
で
、
遡
及
的
に

消
減
す
る
こ
と
を
解
除
の
本
体
的
効
果
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
第
二
に
、
契
約
の
遡
及
的
消
滅
と
い
う
こ
と
か
ら
原
状
回
復
債
権
関
係
の

発
生
は
根
拠
づ
け
ら
れ
な
い
。
せ
い
ぜ
い
不
当
利
得
の
返
還
義
務
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
三
に
、
解
除
に
よ
り
、
は
じ
め

か
ら
ま
っ
た
く
契
約
が
締
結
せ
ら
れ
な
く
な
る
と
説
く
な
ら
ば
、
民
法
上
債
務
不
履
行
解
除
の
場
合
に
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
の
請
求
を

妨
げ
ざ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
根
拠
の
説
明
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。
第
四
に
、
五
四
五
条
一
項
但
書
は
直
接
効
果
説
に
と
っ
て
都
合
の

よ
い
規
定
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
但
書
を
根
拠
に
直
接
効
果
説
を
主
張
す
る
の
は
形
式
的
解
釈
で
あ
る
。
第
五
に
、
直
接
効
果
説
で
は
、

解
除
は
取
消
と
本
質
を
同
じ
く
す
る
が
、
も
し
約
定
解
除
権
を
留
保
し
た
場
合
、
取
消
権
の
約
定
留
保
と
同
じ
効
果
を
有
し
、
こ
れ
を
当

事
者
間
だ
け
の
債
権
的
効
力
と
い
う
よ
う
な
制
限
な
し
に
そ
の
有
効
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
取
引
安
全
の
見
地
か
ら
容
認
し
が
た

以
上
の
批
判
は
、
す
べ
て
絶
対
的
遡
及
的
消
減
説
と
し
て
の
直
接
効
果
説
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

（
こ
と
に
第
四
、
第
五
の
点

は
）
債
権
的
遡
及
的
消
滅
、
相
対
的
遡
及
的
消
減
説
に
は
あ
た
ら
な
い
。
債
権
的
遡
及
的
消
滅
説
に
対
し
て
は
、
わ
が
民
法
が
物
権
行
為

の
独
自
性
、
無
因
性
を
承
認
し
て
い
な
い
と
山
中
説
は
考
え
る
の
で
、
全
く
採
り
え
な
い
見
解
と
な
る
。
し
か
し
絶
対
的
遡
及
的
消
減
説

の
立
場
か
ら
み
て
も
こ
の
批
判
諸
点
は
必
ら
ず
し
も
正
当
な
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
第
一
点
及
び
第
二
点
は
、
原
状
回
復
の
債
権
関
係

の
発
生
根
拠
を
説
明
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
尽
る
が
、
契
約
の
遡
及
的
消
減
は
原
状
回
復
債
権
関
係
発
生
の
論
理
的
前
提
な
の
で
あ

っ
て
、
単
に
不
当
利
得
返
還
義
務
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
の
み
あ
る
の
で
は
な
い
。
法
律
行
為
が
無
効
で
あ
っ
た
り
、
取
消
さ
れ
た
り
し

9

0
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『
契
約
の
解
除
と
第
三
者
』
⇔

（
三
一
五
）



た
場
合
に
も
全
く
同
様
の
関
係
が
生
じ
う
る
の
で
あ
る
。
契
約
締
結
時
に
遡
っ
て
効
力
が
失
効
（
無
効
）
す
る
以
上
、
有
効
な
行
為
あ
り

と
し
て
給
付
し
た
も
の
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
は
解
除
の
場
合
に
の
み
限
ら
な
い
。
右
の
場
合
も
、
単
な
る
現
存
利
益
の
返
還
で
は
な
く
、

広
い
意
味
で
の
原
状
回
復
（
占
有
の
不
当
利
得
）
と
呼
び
う
る
。
無
効
、
取
消
は
右
の
如
き
返
還
請
求
関
係
の
論
理
的
前
提
な
の
で
あ
る
。

解
除
に
よ
っ
て
契
約
が
遡
及
的
に
消
滅
す
る
が
故
に
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
既
履
行
債
務
に
よ
る
給
付
の
返
還
を
求
め
る
と
い
う
の
は
、

は
る
か
に
山
中
説
よ
り
も
簡
明
な
構
成
で
あ
る
。
た
だ
、
通
説
の
よ
う
に
、
原
状
回
復
義
務
を
不
当
利
得
返
還
義
務
と
み
た
場
合
、
七
〇

三
条
の
一
般
不
当
利
得
が
現
存
利
益
の
返
還
な
の
に
解
除
の
場
合
に
は
特
別
な
不
当
利
得
返
還
関
係
と
し
て
の
原
状
回
復
ま
で
、
そ
の
義

務
が
拡
大
さ
れ
る
と
説
く
こ
と
は
、
遡
及
的
消
滅
の
さ
い
に
、
い
っ
た
ん
捨
象
さ
れ
た
契
約
原
理
を
原
状
回
復
の
さ
い
に
再
び
持
ち
出
し

(
5
)
 

て
論
理
的
矛
盾
を
き
た
し
て
い
る
と
の
批
判
が
あ
り
う
る
が
、
法
律
行
為
が
無
効
と
な
り
、
取
消
さ
れ
る
に
は
諸
種
の
理
由
が
あ
り
、
そ

の
理
由
い
か
ん
に
よ
っ
て
返
還
関
係
の
範
囲
と
内
容
が
異
な
り
う
る
（
例
え
ば
、
無
能
力
を
理
由
と
す
る
取
消
の
場
合
の
、
無
能
力
者
の

返
還
範
囲
は
現
受
利
益
に
縮
限
さ
れ
る
(
―
ニ
―
条
但
書
）
）
の
で
あ
る
か
ら
、
（
有
償
）
双
務
契
約
上
の
債
務
不
履
行
を
理
由
と
し
て
解

除
が
な
さ
れ
た
場
合
、
法
律
行
為
一
般
の
諸
種
の
事
由
に
基
づ
く
、
無
効
•
取
消
の
場
合
と
異
っ
た
範
囲
と
内
容
に
お
い
て
返
還
関
係
が

規
律
さ
れ
る
こ
と
は
少
し
も
論
理
的
に
矛
盾
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
五
四
五
条
一
項
本
文
の
原
状
回
復
義

(
6
)
 

務
の
発
生
と
同
二
項
は
あ
た
か
も
―
ニ
―
条
但
書
と
同
性
質
の
規
定
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
従
来
の
い
わ
ゆ
る
直
接
効
果

、
、
、

説
論
者
（
と
く
に
我
妻
説
）
は
契
約
の
無
効
•
取
消
の
場
合
に
、

「
占
有
の
不
当
利
得
論
」
を
媒
介
と
し
て
、
こ
の
場
合
の
不
当
利
得
返

(
7
)
 

還
請
求
関
係
か
ら
契
約
法
原
理
を
追
出
し
た
こ
と
に
こ
そ
問
題
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
解
除
と
無
効
•
取
消
か
ら
発
生
す
る
両
者
の
返

還
請
求
権
の
本
質
を
不
当
利
得
（
給
付
利
得
）
返
還
請
求
権
と
規
定
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
返
還
請
求
権
を
基
礎
づ
け
る
事
由
の
相
違
に

応
じ
て
異
な
っ
た
内
容
が
と
ら
れ
て
も
一
向
に
構
わ
な
い
と
い
え
る
。

関
法
第
二
六
巻
第
二
号

七
四

（
三
一
六
）



五
四
五
条
本
文
の
「
原
状
回
復
義
務
」
は
、

「
解
除
条
件
的
構
成
」
を
否
定
す
る
、
す
な
わ
ち
、
解
除
の
効
果
を
第
三
者
に
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
規
定
を
根
拠
に
遡
及
的
消
減
説
を
批
判
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
三
点
は
、
遡
及
的
消
減
説
に
対
し
て
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
批
判
で
あ
る
。
と
く
に
我
妻
説
が
、
五
四
五
条
三
項
を
債
務
不
履
行
損
害

遡
及
的
消
滅
説
に
対
し
て
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
批
判
は
、
解
除
の
効
果
を
原
状
回
復
関
係
の
発
生
な
ら
び
に
損
害
賠
償

請
求
権
の
発
生
の
両
者
を
包
含
す
る
も
の
と
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
。
だ
が
、
解
除
の
本
来
的
効
果
は
理
論
的
に
は
契
約
の
遡
及

的
消
滅
で
あ
り
、

「
解
除
権
ノ
行
使
ハ
損
害
賠
償
ノ
請
求
ヲ
妨
ケ
ス
」
、
解
除
権
行
使
の
効
果
が
発
生
し
て
も
、

め
て
、
両
者
が
別
個
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
起
草
者
は
、
債
務
不
履
行
と
い
う
事
態
に
応
じ
て
不
履
行
者
に
二
つ
の
サ

ン
ク
シ
ョ
ソ
を
与
え
た
。

七
五

前
節
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
遡
及
的
消
滅
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、

五
四
五
条
も

損
害
賠
償
の
請
求
を
し
て
妨
げ
な
い
と
定

―
つ
は
原
状
回
復
義
務
、
二
つ
は
債
務
不
履
行
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
義
務
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
五

四
五
条
三
項
は
起
草
者
と
し
て
は
債
務
不
履
行
に
も
と
づ
い
て
一
般
原
則
上
、
損
害
賠
償
義
務
が
生
じ
る
か
ら
、
あ
え
て
規
定
す
る
ま
で

も
な
い
と
思
考
し
つ
つ
、
ド
イ
ツ
民
草
の
よ
う
に
、
解
除
と
損
害
賠
償
請
求
と
を
選
択
的
に
し
か
行
使
し
え
な
い
と
の
立
法
例
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
「
妨
ケ
ス
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
損
害
賠
償
は
、
解
除
の
効
果
で
は
な
く
、

(
8
)
 

一
般
原
則
（
四
一
五
条
）
の
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
以
外
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

我
妻
説
が
遡
及
効
の
制
限
と
し
て
三
項
を
理
解
し
、
債
務
不
履
行
と
い
う
事
実
は
消
え
な
い
の
で
、
解
除
に
よ
っ
て
遡
及
的
に
消
減
し

て
も
、
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
が
な
さ
れ
る
と
説
明
し
た
の
は
真
に
正
当
で
あ
る
。
解
除
も
損
害
賠
償
も
い
ず
れ
も
債
務
不
履
行
そ
の
も

『
契
約
の
解
除
と
第
三
者
』
⇔

具
体
的
に
は
当
事
者
双
方
の
原
状
回
復
義
務
の
発
生
だ
け
で
あ
り
、

（
三
一
七
）

そ
れ
以
上
の
何
も
の
で
も
な
い
。

賠
償
と
み
て
遡
及
効
を
制
限
し
た
も
の
と
説
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

一
層
、
理
論
的
矛
盾
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
私
は
、
こ
の
批
判
も

旧
民
法
の



一
見
も
っ
と
も
の
如
く
見
え
は
す
る
が
、
絶
対
的
遡

の
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
原
状
回
復
義
務
と
損
害
賠
償
義
務
を
含
め
て
解
除
の
効
果
と
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
の
み
な
ら

ず
、
山
中
説
に
よ
れ
ば
、
原
状
回
復
と
は
、
契
約
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
た
履
行
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
履
行
の
な
さ
れ
る
前
の
原
状
の

(
9
)
 

回
復
と
規
定
さ
れ
る
か
ら
、
解
除
に
よ
っ
て
履
行
が
な
さ
れ
る
前
の
状
態
へ
回
復
す
る
債
権
債
務
が
発
生
し
て
い
る
の
に
、
債
務
が
履
行

、
、
、
、
、
、

さ
れ
た
な
ら
ば
こ
う
む
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
損
害
、
す
な
わ
ち
債
務
不
履
行
損
害
の
賠
償
が
解
除
の
効
果
と
さ
れ
る
の
は
や
は
り
理
論

的
矛
盾
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
。
契
約
の
効
力
は
存
続
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
そ
れ
が
、
原
状
回
復
の
方
向
で
の
効
力
で
あ
る
か
ぎ

り
、
十
分
な
説
明
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
は
解
除
と
と
も
に
債
務
不
履
行
と
い
う
事
実
か

山
中
説
の
批
判
の
第
四
点
は
、
起
草
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
単
な
る
注
意
的
規
定
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
直
接
効
果
説
に
都
合
の
よ
い
規
定

と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
山
中
説
の
有
力
な
根
拠
と
す
ら
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
但
書
の
存
在
か
ら
の
み
、
直
接

効
果
説
を
基
礎
づ
け
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
第
五
点
の
批
判
は
、

及
的
消
滅
を
説
く
学
説
は
、
但
書
を
起
草
者
の
見
解
に
反
し
て
必
要
的
規
定
と
積
極
的
に
意
義
づ
け
る
か
ら
、
約
定
解
除
の
留
保
の
場
合

に
も
、
そ
れ
が
解
除
権
の
行
使
で
あ
る
か
ぎ
り
、
五
四
五
条
但
書
の
遡
及
効
制
限
を
考
え
る
（
類
推
適
用
）
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
、
取
引

の
安
全
に
は
支
障
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
決
定
的
な
反
論
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
批
判
は
、
前
述
し
た
と
お
り
、

相
対
的
遡
及
的
消
減
説
に
ほ
全
く
妥
当
し
な
い
批
判
で
あ
る
。

以
上
、
山
中
説
批
判
を
す
る
に
あ
た
り
、
山
中
説
よ
り
直
接
効
果
説
に
対
す
る
反
論
を
再
批
判
す
る
形
を
と
っ
て
叙
述
し
て
き
た
。
未

履
行
債
務
か
ら
の
解
放
、
既
履
行
給
付
の
返
還
、
第
三
者
へ
の
無
影
響
を
統
一
的
に
構
成
す
る
理
論
と
し
て
は
、
但
書
に
積
極
的
に
意
義

づ
け
を
す
る
か
ぎ
り
、
山
中
説
よ
り
も
遡
及
的
消
滅
説
の
方
が
簡
明
で
あ
る
と
い
い
う
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ら
生
じ
る
損
害
賠
償
と
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
る
。

関
法
第
二
六
巻
第
二
号

七
六

（
三
一
八
）



七
七

最
後
に
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
次
の
点
に
も
山
中
説
を
採
り
え
な
い
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
、
た
と
え
ば
、
和
解
契
約
に
お
い
て
、
債
務
免

除
と
と
も
に
他
の
給
付
内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
、
山
中
説
な
ら
、
も
し
一
部
で
も
、
履
行
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
る
給
付
が
な

さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
原
状
回
復
の
債
権
債
務
が
生
じ
る
だ
け
な
の
で
、
そ
の
債
務
が
履
行
さ
れ
尽
さ
れ
る
ま
で
、
和
解
は
効
力
を
失
な

わ
ず
、
し
た
が
っ
て
免
除
さ
れ
た
債
権
も
そ
れ
ま
で
復
活
し
な
い
ま
ま
と
な
る
が
、
遡
及
的
消
減
を
肯
定
す
る
な
ら
ば
、
解
除
に
よ
っ
て

右
の
和
解
契
約
が
失
効
し
た
と
き
、
た
だ
ち
に
免
除
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
債
権
が
復
活
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
方
が
事
態
に
適
合
的
で

(10) 

あ
る
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
い
で
、
土
地
の
所
有
者
た
る
賃
貸
人
甲
が
賃
借
人
た
る
建
物
所
有
者
乙
に
賃
貸
土
地
を
売
却
し
、
ま

だ
登
記
を
移
転
し
て
い
な
い
間
に
他
の
丙
に
二
重
譲
渡
し
て
、
丙
の
た
め
に
登
記
を
了
し
た
場
合
、
丙
が
乙
に
対
し
て
土
地
の
明
渡
を
請

求
し
た
と
す
れ
ば
、
混
同
に
よ
っ
て
賃
借
権
の
消
減
し
た
乙
は
丙
に
対
抗
し
え
な
く
な
る
。
そ
こ
で
乙
が
甲
と
の
売
買
契
約
を
解
除
し
た

な
ら
ば
、
山
中
説
に
よ
れ
ば
、
混
同
の
生
じ
な
か
っ
た
以
前
の
状
態
を
実
現
す
べ
き
原
状
回
復
の
債
権
関
係
が
発
生
し
、
そ
れ
に
も
と
づ

い
て
当
事
者
間
で
は
、
賃
貸
借
が
消
減
し
な
か
っ
た
こ
と
と
し
て
法
律
関
係
を
処
理
す
べ
き
債
権
債
務
が
発
生
す
る
だ
け
で
あ
る
ゆ
え
に
、

甲
が
売
却
代
金
を
受
領
し
て
い
て
乙
に
い
ま
だ
返
還
し
な
い
か
ぎ
り
、

い
ぜ
ん
と
し
て
、
乙
は
丙
に
対
抗
し
え
な
い
結
果
と
な
る
。
こ
れ

に
反
し
遡
及
的
消
減
を
認
め
れ
ば
、
売
買
契
約
が
解
除
さ
れ
る
と
当
然
初
め
か
ら
混
同
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
と
な
り
、
賃
借
権
は
存
続

す
る
か
ら
、
乙
は
土
地
の
賃
借
権
を
も
っ
て
丙
に
対
抗
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
右
の
場
合
に
は
、
山
中
説
は
事
案
に
不
適
合
と
い
う
よ
り

(13) 

は
、
結
果
に
お
い
て
妥
当
で
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

遡
及
的
消
滅
説
を
採
用
す
る
と
し
て
、
絶
対
的
遡
及
的
消
減
説
、
債
権
的
遡
及
的
消
減
説
、
相
対
的
遡
及
的
消
滅
説
の
い
ず
れ
を
選

択
す
べ
き
か
。
債
権
的
遡
及
的
消
滅
説
は
わ
が
民
法
上
、
物
権
行
為
の
独
自
性
と
無
因
性
を
肯
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
民
法
一
七
六
条

の
意
思
主
義
を
承
認
す
る
立
場
に
立
つ
か
ぎ
り
採
り
え
な
い
。
結
局
、
絶
対
的
遡
及
的
消
滅
説
か
相
対
的
遡
及
的
消
滅
説
か
で
あ
る
。
そ

『
契
約
の
解
除
と
第
三
者
』
⇔

（
三
一
九
）



し
て
私
見
は
、
後
者
を
採
用
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
こ
の
選
択
は
、
理
論
的
と
い
う
よ
り
は
、
可
及
的
に
起
草
者
の
見
解
に
従
う
べ
き

で
あ
る
と
い
う
配
慮
か
ら
の
帰
結
に
す
ぎ
な
い
。
前
節
に
お
い
て
詳
し
く
み
た
よ
う
に
、
起
草
者
三
名
の
見
解
を
総
合
的
に
検
討
す
れ
ば
、

結
局
次
の
諸
点
に
要
約
さ
れ
る
。
第
一
に
、
契
約
の
効
力
は
当
事
者
間
に
お
い
て
は
遡
及
的
に
消
滅
す
る
。
第
二
に
、
原
状
回
復
の
内
容

は
、
契
約
締
結
前
状
態
へ
の
回
復
で
は
な
く
、
契
約
が
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
返
還
時
ま
で
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な
原
状
へ
の

回
復
で
あ
る
。
五
四
五
条
二
項
は
こ
の
趣
旨
で
あ
り
、
起
草
者
が
「
本
統
ノ
元
二
復
ス
ル
」
と
表
現
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
三
に
、
五

四
五
条
一
項
但
書
は
単
な
る
注
意
的
規
定
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
く
て
も
、
同
一
の
法
的
処
理
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
第
四
に
、

五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
は
一
般
原
則
の
注
意
的
規
定
で
あ
り
、
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
を
意
味
し
て
い
る
。
以

上
で
あ
る
。
こ
れ
を
統
一
的
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
私
の
い
う
相
対
的
遡
及
的
消
滅
と
し
か
理
解
し
え
な
い
。
解
除
の
効
果
に
関
し
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
法
そ
し
て
旧
民
法
の
理
論
を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
実
際
的
効
果
を
ね
ら
っ
て
明
確
な
価
値
判
断
を

し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
の
処
理
に
お
い
て
妥
当
性
が
著
る
し
く
損
な
わ
れ
る
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
可
及
的

に
起
草
者
の
見
解
を
尊
重
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

た
だ
し
絶
対
的
遡
及
的
消
滅
説
と
相
対
的
遡
及
的
消
減
説
と
の
具
体
的
差
異
は
、

こ
と
を
除
い
て
、
き
わ
め
て
微
妙
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
差
異
が
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
絶
対
的
遡
及
的
消
減
を
採
り
、
右
但
書
の
趣
旨
を

徹
底
さ
せ
る
神
戸
説
が
、
具
体
的
な
解
釈
論
の
場
面
に
お
い
て
、
私
見
と
酷
似
す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
山
中
教
授
は
「
解
除

に
よ
っ
て
契
約
は
遡
及
的
に
消
減
す
る
と
解
す
る
立
場
を
と
る
な
ら
ば
、
た
だ
し
そ
れ
は
当
事
者
に
お
い
て
だ
け
に
か
ぎ
る
の
で
あ
り
、

第
三
者
に
た
い
す
る
関
係
で
は
右
解
除
の
効
力
は
及
ば
な
い
と
解
す
べ
き
だ
」
と
強
調
さ
れ
る
の
も
私
見
と
同
じ
く
相
対
的
遡
及
的
消
滅

(11) 

を
説
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
右
の
見
解
に
も
と
づ
く
解
釈
論
は
同
じ
く
私
見
と
酷
似
し
て
い
る
。
た
だ
若
干
の
相
違
は
あ
り
、
ま

起
草
者
は
、
ド
イ
ッ
法
、

関
法
第
二
六
巻
第
二
号

五
四
五
条
一
項
但
書
に
対
す
る
意
味
づ
け
が
異
な
る

七
八

（
三
二

0
)



(12) 

た
判
例
分
析
の
視
点
も
異
な
る
の
で
、
次
章
以
下
に
お
い
て
自
説
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
1
)
鈴
木
禄
弥
「
法
律
行
為
の
無
効
•
取
消
・
解
除
の
場
合
の
給
付
物
返
還
請
求
権
は
、
ど
ん
な
性
質
を
も
つ
か
」
幾
代11
鈴
木
1
1

広
中
・
民
法
の

基
礎
知
識
一
五
二
頁
に
よ
れ
ば
、
解
除
の
効
果
と
し
て
原
状
回
復
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
解
除
の
効
果
が
ど
う
せ
第
三
者
に
対
抗
で
き
ず
、

遡
及
効
を
強
調
し
て
も
実
益
の
な
い
こ
と
、
を
も
考
え
あ
わ
せ
て
、
間
接
効
果
説
が
妥
当
で
な
い
か
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
給
付
物
の
返
還
の

問
題
の
み
を
主
に
念
頭
に
お
い
た
議
論
で
あ
る
の
で
、
本
文
の
よ
う
な
間
接
効
果
説
を
主
張
す
る
も
の
か
否
か
は
若
干
問
題
が
あ
り
そ
う
に
思
え

る
。
給
付
物
の
返
還
に
つ
い
て
だ
け
な
ら
ば
、
山
中
説
で
も
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

(
2
)

山
中
康
雄
「
解
除
論
」
法
学
志
林
四
八
巻
二
号
三
頁
に
よ
れ
ば
、
折
衷
説
は
、
岡
村
「
債
権
法
各
論
」
、
池
田
「
債
権
各
論
」
、
竹
田
「
京
都
法

学
会
雑
誌
」
三
巻
二
号
、
末
弘
「
法
律
時
報
」
八
巻
三
号
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
右
の
諸
学
説
が
み
な
厳
密
な
意
味
で
折
衷
説
と
い

え
る
か
否
か
は
疑
問
。
な
お
、
水
本
浩
「
解
除
」
新
民
法
演
習
4
債
権
各
論
四
一
頁
以
下
は
折
衷
説
に
近
い
。

(
3
)

山
中
・
前
掲
論
文
法
学
志
林
四
八
巻
三
号
に
は
間
接
効
果
説
と
折
衷
説
に
対
す
る
鋭
い
批
判
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
も
っ

ぱ
ら
私
の
関
心
か
ら
の
批
判
の
み
を
述
べ
て
あ
る
。

(
4
)

山
中
・
総
合
判
例
研
究
叢
書
民
法
⑱
一
四
八
頁
以
下
。
同
・
法
学
志
林
四
八
巻
二
号
。

(
5
)

上
野
雅
和
「
契
約
解
除
の
効
果
に
つ
い
て
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
法
学
教
室
3

（
第
二
期
）
二
六
頁
。

(
6
)

な
お
、
前
節
（
三
）
の
穂
積
起
草
委
員
の
発
言
で
は
、
債
権
的
に
も
物
権
的
に
も
遡
及
的
に
消
減
す
る
解
除
条
件
的
構
成
の
場
合
に
も
、
こ
れ
を

「
当
然
ノ
原
二
復
セ
シ
ム
ル
」
効
果
と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
遡
及
的
に
失
効
す
る
場
合
に
も
、
す
べ
て
原
状
回
復
の
効
果
が
生
じ
る
と
い
っ
て
よ

．
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
7
)
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
川
村
泰
啓
・
商
品
交
換
法
の
体
系
上
二
六
九
頁
参
照
。

(
8
)

末
弘
厳
太
郎
「
債
務
不
履
行
に
因
る
契
約
解
除
と
損
害
賠
償
」
民
法
雑
記
帳
一
八
九
頁
と
本
文
に
お
け
る
私
見
と
は
全
く
同
旨
で
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
。
純
理
論
的
に
い
う
な
ら
ば
、
解
除
に
よ
る
原
状
回
復
義
務
と
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
と
は
両
立
し
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
ド

ィ
ッ
民
法
の
よ
う
に
、
選
択
的
行
使
か
ス
イ
ス
民
法
の
よ
う
に
信
頼
利
益
の
賠
償
と
し
て
横
成
す
る
か
、
は
た
ま
た
原
状
回
復
義
務
の
一
環
と
し

て
の
法
定
の
特
別
な
損
害
賠
償
と
把
え
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
間
接
効
果
説
や
折
衷
説
、
山
中
説
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
単
に
右

の
諸
説
が
契
約
が
遡
及
的
に
消
減
し
な
い
が
故
に
債
務
不
履
行
損
害
賠
償
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
る
こ
と
は
早
計
な
の
で
あ
っ
て
、
原
状
回

『
契
約
の
解
除
と
第
三
者
』
⇔
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八
0

(
三
二
二
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

復
債
権
関
係
の
発
生
、
す
な
わ
ち
、
契
約
が
締
結
（
な
い
し
履
行
）
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
状
態
へ
の
回
復
を
唱
え
る
以
上
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

他
方
に
お
い
て
、
締
結
さ
れ
履
行
さ
れ
た
な
ら
ば
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
目
指
し
て
、
損
害
の
賠
償
を
肯
定
す
る
こ
と
は
論
理
的
に
矛
盾
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

(
9
)

山
中
・
総
合
判
例
研
究
叢
書
民
法
⑪
一
五
三
頁
。

(
1
0
)
同
様
の
問
題
は
更
改
契
約
の
解
除
に
よ
る
旧
債
務
の
復
活
の
場
合
に
も
生
じ
る
。

(
1
1
)
山
中
・
前
掲
書
ニ
―

0
頁
以
下
0

.

(12)

私
見
の
よ
う
に
相
対
的
遡
及
的
消
滅
を
採
用
す
れ
ば
、
合
意
解
除
も
法
定
解
除
と
全
く
同
一
の
効
果
を
有
す
る
も
の
と
し
て
両
者
を
統
一
的
に

把
握
で
き
る
。
合
意
解
除
も
解
除
当
事
者
間
で
は
遡
及
的
に
消
減
し
た
も
の
と
し
て
当
事
者
間
の
関
係
を
規
律
し
つ
つ
、
第
三
者
に
対
し
て
は
こ

の
遡
及
的
消
減
を
も
っ
て
対
抗
し
え
な
い
。
合
意
解
除
の
場
合
に
は
債
務
不
履
行
の
事
実
が
な
い
限
り
、
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
な
い
の
は
、

It

だ
し
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
来
、
合
意
解
除
と
法
定
解
除
と
を
異
質
視
し
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
反
省
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(13)

山
中
・
前
掲
書
一
七
七
頁
は
、
土
地
所
有
者
た
る
賃
貸
人
が
賃
借
人
に
賃
貸
土
地
を
売
却
し
た
の
ち
、
こ
の
売
買
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
、

売
買
契
約
の
成
立
に
よ
り
消
減
し
た
賃
貸
借
関
係
も
当
然
旧
状
に
復
す
る
と
判
示
し
て
い
る
大
判
昭
和
八
・
一
―
•
一
法
学
三
巻
四
四
四
頁
を
引

用
し
て
、
山
中
説
に
よ
れ
ば
、
解
除
に
よ
っ
て
原
状
回
復
の
債
権
関
係
が
生
じ
、
従
前
の
賃
貸
借
関
係
を
復
活
す
べ
き
債
務
の
み
が
生
じ
、
そ
れ

に
も
と
づ
い
て
は
じ
め
て
貸
借
関
係
が
成
立
す
る
と
説
い
て
い
る
の
で
、
本
文
の
事
例
に
お
い
て
は
、
本
文
の
如
き
結
論
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
最
判
昭
和
四

O・

―
ニ
・
ニ
ー
民
集
一
九
巻
九
号
ニ
ニ
ニ
―
頁
は
、
い
っ
た
ん
混
同
に
よ
っ
て
消
減
し
た
賃
借
権
は
、
第
二
譲
受
人
丙
の

所
有
権
取
得
に
よ
っ
て
、
同
人
に
対
す
る
関
係
で
は
、
消
減
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
と
判
示
し
て
い
る
。
最
判
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
本
文
の

よ
う
な
問
題
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。
好
美
清
光
・
民
商
五
五
巻
二
号
二
六
四
頁
参
照
。

関
法

第
二
六
巻
第
二
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